
はじめに 
 
コンピュータシステム・シンポジウム(Computer System Symposium, ComSys)は、情報
処理学会「システムソフトウェアとオペレーティング・システム」研究会(SIGOS)が主催
するシンポジウムです。今年は、筑波大学 東京キャンパス文京校舎において開催されます。
1987年に第1回コンピュータシステム・シンポジウムが開催され、システムソフトウェア
分野の最新の研究成果が集まる機会として今回で第24回を数えます。本シンポジウムは、
OSを中心に分散処理、並列処理、オブジェクト指向を経て、仮想化、クラウドコンピュー
ティング、ディペンダブルコンピューティング、セキュリティとその基盤ソフトウェアな
どを題材として、OS やシステムソフトウェアの最先端の話題を取上げ、時代の流行を先
取りした研究テーマを議論してきました。 

今回のシンポジウムは皆様のご協力により多数のご投稿があり、厳正な査読を経て9件の研
究論文発表を採択しました。内容については、仮想マシン、分散システム、大規模データ
処理などの多彩なものとなっており、深い議論を行えればと考えております。ポスター発
表では14件を採録しました。最新の研究内容や進行中の研究について議論や情報交換の場
になればと考えております。 

基調講演には、筑波大学の加藤 和彦教授をお迎えし、「仮想化技術とシステムソフトウェ
ア研究」と題してご講演をお願いしております。学術分野からの講演を一方の軸とすると
もに、もう一方の軸として産業界でご活躍されている方々に今話題のSDN(Software Defined 
Network)、ビッグデータについての招待講演をお願いしました。NECの高宮 安仁氏には
「SDN時代の開発について：OpenFlowとTrema」、NTTの藤田 智成氏には「本当はこんな
風に使いたいSDN：既存ネットワークとRyu」と題してSDNやOpenFlow技術についてご講
演いただきます。さらにNECの喜田 弘司氏には「ビッグデータをリアルタイムに処理する
データストリーム処理技術」、PFIの比戸 将平氏には「Jubatus：分散協調をキーとした大
規模リアルタイム機械学習プラットフォーム」と題してビッグデータ処理や機械学習につ
いてご講演いただきます。このような機会を通じ、産学の連携が一層活性化されることを
期待しております。 

OSやシステムソフトウェア分野の発展は、新たなアプリケーションを産み出し、新しいハ
ードウェアプラットフォームを活かしていくという意味で、大きな社会的使命を担ってお
ります。 本シンポジウムから次の時代のOSやシステムソフトウェアを生み出せればと考
えております。また、平素の研究会、シンポジウムにおいてシステムソフトウェアの研究
開発、産学連携、人材発掘と育成、人的交流などを今後も推進していければと考えており
ます。今後とも本研究会およびシンポジウムがさらに発展するよう、今後とも皆様のご支
援・ご協力を賜れれば幸いです。 
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